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期にふさわしい生活

いろいろな人とのかかわりの中で

響きあって生活する子どもを求めてー
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はじめに

子どもを取り巻く環境が、①少子化、核家族化、情報化、女性の社会進出②地域社会に

おける大人相互間、子ども相互間、大人と子どもの相互間の連帯感やつながり意識といった共

同性の喪失などにより大きく変化してきました。それに応じて子どもたちも変化してきてぃる

ことは間違いないことでしょう。本園の子どもたちにも、人とかかわる力が衰弱する傾向が見

られます。この実態を踏まえて、「いろいろな人とふれあい、かかわっていく中で、豊かな感

情体験をしながら自分の生活や遊びに願いやめあてを持ち取り組んでいく子ども」の育成を目

指して、副主題「いろいろな人とのかかわりの中で響きあって生活する子どもを求めて」を設

定しました。

さて、これまでわが国の教育では、教師の指導性と子どもの自主性(自立性)をめぐって論

議の絶えることはありませんでした。「指導すると自立は遅れる。自主性を妨げる」「子どもの

自立のためには、他律である指導は邪魔になる。なるべく避けたほうがよい」など、いわば迪

主性尊重派の論理が優勢となり、その間、子どもの自主性、主体性を尊重する教育観が主流と

なってきました。それに対し、「指導性重視派」の反論が教育や子どもの現状と共に始まって

います。「やはり指導しないと、期待するような子どもの自主性は達成できない」「指導してこ

なかったから、子どもは自立しなかったのだ」など、「指導性重視派」が、再びその勢いを盛

り返そうとしています。

幼稚園教育では、前回の幼稚園教育要領で設定保育から自由保育への大転換がなされまし

た。周知のように、自由という名の下に単なる「放牧保育」になってはいないかと警鐘が鳴ら

されています。さらには、小学校以降の教育困難の元凶とすらされてぃます。

大人からの働きかけは、子どもの自立や成長の支援となる時、その意味を持ちます。子ども

の自立性、自主性、主体性に支持されてはじめてその働きかけは、子どもの内部に響くことが

できます。教師の指導は子どもの自立性自主性と対立するものでなく、矛盾しながらも教育さ

れつっ自立し、自立しっつ教育される、という相互関係の中に指導性と自主性は存在するので

あろうと考えます。保育者と子どもの関係において、このような相互関係が副主題の「響き

あって」の言葉の内に秘められています。平成12年度からの新幼稚園教育要領は、この保育

者の援助と子どもの自主性のパラドックスを乗り越えることを求めているのではないでしょう

か。

本研究副主題は、平成13年度から取り組み始めたもので、まだ充分な研究の積み重ねがな

く、焦点も整理できていません。いわば途中経過をまとめたものにすぎません。今後研鎖を積

んでいきたいと思っていますので、皆様方からの忌禪のないご意見やご批正を賜りますようよ

ろしくぉ願い申しあげます。

島根大学教育学部附属幼稚園長林 隆
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